
農
薬
、
海
外
展
開
で
安
定
収
益
確
保

　
総
合
化
学
各
社
が
石
油
化
学
事
業
で
培
っ
た
技
術
を
応
用
し
た
農
業
・
農
薬
事
業

の
拡
充
に
動
き
だ
し
た
。
主
力
の
石
油
化
学
事
業
は
、
北
米
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
や
中

東
の
天
然
ガ
ス
、
中
国
の
最
新
設
備
の
新
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
国
内
設
備
の
コ
ス
ト
高
体

質
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
加
え
て
中
国
の
過
剰
投
資
で
市
況
が
低
迷
し
、
採
算
割

れ
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
景
気
に
左
右
さ
れ
ず
に
安
定
収
益
が
見
込
め
る

農
薬
部
門
の
拡
大
で
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
な
げ
る
。

海
外
大
手
と
連
携

農
薬
原
体
を
拡
販

排
せ
つ
物
か
ら
化
学
肥
料
米
大
学
と
共
同
で

リ
ン
、
肥
料
に
再
利
用
下
水
処
理
と
連
動

農
業
法
人
で
地
域
再
生
ま
ず
国
内
に
設
立

化学技術が支える農業
（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ８月２６日 月曜日 　　

　
化
学
技
術
を
用
い
て
湖
沼

や
海
を
富
栄
養
化
す
る
物
質

を
回
収
し
、
肥
料
に
再
利
用

す
る
取
り
組
み
も
進
む
。
旭

化
成
は
下
水
処
理
水
に
含
ま

れ
る
リ
ン
を
吸
着
剤
で
回
収

し
て
肥
料
に
再
利
用
す
る
技

術
を
海
外
へ
展
開
す
る
検
討

に
入
っ
た
。
水
質
基
準
が
厳

し
い
米
国
、
韓
国
で

年
度

ま
で
に
参
入
す
る
計
画
だ
。

　
こ
の
技
術
は
日
本
下
水
道

事
業
団
と
の
共
同
研
究
で
開

発
。
直
径
約
０
・

の

微
小
な
粒
で
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
を
主
成
分
と
す
る
リ
ン
吸

着
剤
を
使
用
す
る
。
同
剤
を

詰
め
た
円
筒
状
の
容
器

カ

ラ
ム

に
下
水
処
理
水
を
流

す
こ
と
で
リ
ン
酸
塩
を
吸
着

す
る
仕
組
み
。
ポ
リ
塩
化
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
凝
集
剤
を

用
い
た
従
来
法
は
、
凝
集
剤

を
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
に
対
し
、
吸
着
剤
は
繰
り

返
し
使
用
で
き
る
上
、
回
収

し
た
リ
ン
も
肥
料
と
し
て
再

利
用
で
き
る
た
め
コ
ス
ト
を

５
分
の
１
以
下
に
減
ら
せ

る
。

　
米
国
で
は
ベ
ン
チ
ス
ケ
ー

ル
で
の
実
証
を
実
施
済
み
。

現
地
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

会
社
と
組
み
、
首
都
ワ
シ
ン

ト
ン
の
東
に
あ
る
チ
ェ
サ
ピ

ー
ク
湾
や
五
大
湖
、
ミ
シ
シ

ッ
ピ
川
流
域
な
ど
下
水
処
理

水
の
水
質
基
準
が
厳
し
い
水

域
を
候
補
に
、
ま
ず
は
小
型

下
水
処
理
場
で
の
設
置
を
見

込
む
。

　
韓
国
で
は

年
度
を
め
ど

に
担
当
機
関
か
ら
事
業
開
始

に
向
け
た
認
証
を
取
得
す
る

た
め
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
設
備
を

設
置
す
る
準
備
に
入
っ
た
。

韓
国
で
は

年
か
ら
下
水
処

理
水
の
水
質
基
準
が
厳
し
く

な
り
、

年
に
は
、
さ
ら
に

厳
し
い
基
準
が
導
入
さ
れ
る

見
込
み
。
こ
れ
に
よ
り
需
要

増
が
見
込
め
る
韓
国
の
自
治

体
向
け
に
売
り
込
む
。

三
井
化
学
は
イ
ン
ド
で
ジ
ノ

テ
フ
ラ
ン
を
拡
販

効
果
確

認
作
業

住
友
化
学
の
農
業
法
人
は
耕

作
放
棄
地
を
活
用
、
パ
ー
ト

採
用
で
地
域
雇
用
に
も
貢
献

す
る

　
国
内
の
過
疎
化
が
進
む
地

方
の
農
業
再
生
に
役
立
て
よ

う
と
、
住
友
化
学
は
耕
作
放

棄
地
を
活
用
し
た
農
業
法
人

の
設
立
を
進
め
て
い
る
。

　

年
５
月
に
設
立
し
た
イ

チ
ゴ
を
栽
培
す
る
農
業
法
人

「
住
化
フ
ァ
ー
ム
長
野
」

長
野
県
中
野
市

を
皮
切

り
に
、
大
分
県
豊
後
大
野
市

と
山
形
県
中
山
町
、
愛
知
県

豊
田
市
で
ト
マ
ト
、
愛
媛
県

西
条
市
で
レ
タ
ス
な
ど
、
三

重
県
志
摩
市
で
ミ
ツ
バ
を
栽

培
す
る
農
業
法
人
を
運
営
。

肥
料
や
種
苗
、
農
業
資
材
の

製
造
・
販
売
だ
け
で
な
く
栽

培
指
導
ま
で
手
が
け
る
グ
ル

ー
プ
会
社
を
持
つ
住
友
化
学

な
ら
で
は
の
取
り
組
み
だ
。

年
２
―
３
社
の
ペ
ー
ス
で
農

業
法
人
を
立
ち
上
げ
、
全
都

道
府
県
で
の
設
立
を
目
指

す
。

　
将
来
は
、
こ
う
し
た
農
業

法
人
運
営
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
生

か
す
。
同
時
に
マ
レ
ー
シ
ア

や
ブ
ラ
ジ
ル
に
あ
る
子
会
社

を
通
じ
て
現
地
の
風
土
に
合

っ
た
農
薬
な
ど
の
開
発
も
進

め
る
。

年
度
か
ら
３
カ
年

の
新
中
期
経
営
計
画
の
期
間

中
に
海
外
で
の
農
業
支
援
事

業
を
具
現
化
す
る
見
通
し

で
、
東
南
ア
ジ
ア
や
中
南
米

で
の
支
援
が
有
力
と
み
ら
れ

る
。

　
住
友
化
学
は
２
０
１
３
年

３
月
期
の
部
門
別
営
業
利
益

で
健
康
・
農
業
関
連
部
門
が

２
６
３
億
円
と
医
薬
品
部
門

の
３
０
９
億
円
と
並
ぶ
稼
ぎ

頭
と
な
り
、
基
礎
化
学
品
の

不
振
を
埋
め
た
。
健
康
・
農

業
関
連
部
門
の
成
長
を
支
え

る
カ
ギ
は
海
外
農
薬
大
手
と

の
提
携
だ
。

　
米
国
の
種
子
大
手
モ
ン
サ

ン
ト
と
は
、
北
米
や
南
米
で

主
流
の
遺
伝
子
組
み
換
え
種

子
を
用
い
た
大
豆
畑
用
除
草

剤
「
フ
ル
ミ
オ
キ
サ
ジ
ン
」

で
連
携
し
て
い
る
。
住
友
化

学
は

年
に
モ
ン
サ
ン
ト
と

除
草
剤
分
野
で
長
期
協
力
関

係
を
締
結
。
モ
ン
サ
ン
ト
が

販
売
す
る
遺
伝
子
組
み
換
え

大
豆
用
除
草
剤
「
ラ
ウ
ン
ド

ア
ッ
プ
」
が
効
き
に
く
い
雑

草
対
策
と
し
て
、
大
豆
生
産

世
界
首
位
の
米
国
で

年
か

ら
住
友
化
学
製
フ
ル
ミ
オ
キ

サ
ジ
ン
の
使
用
が
推
奨
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
２
位
の

ブ
ラ
ジ
ル
、
３
位
の
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
に
も
広
げ
る
た
め
、

農
薬
の
効
力
を
確
か
め
る
実

証
試
験
を
始
め
た
。
米
国
に

続
き
両
国
で
も
モ
ン
サ
ン
ト

の
遺
伝
子
組
み
換
え
種
子
を

用
い
た
大
豆
の
栽
培
で
、
住

友
化
学
製
品
の
使
用
を
推
奨

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
遺
伝

子
組
み
換
え
大
豆
の
生
産
が

伸
び
て
い
る
南
米
の
需
要
増

を
取
り
込
み
、

年
度
に
ブ

ラ
ジ
ル
で
農
薬
事
業
の
売
上

高
を

年
度
比
約

％
増
の

１
０
０
億
円
超
に
引
き
上
げ

る
。
こ
う
し
た
需
要
増
に
対

応
す
る
た
め
、

年

月
に

大
分
工
場

大
分
市

で
フ

ル
ミ
オ
キ
サ
ジ
ン
の
生
産
能

力
を
倍
増
し
た
。

　

年
４
月
に
資
本
提
携
し

た
豪
州
の
農
薬
大
手
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ー
ム
と
の
連
携
も
加
速

し
て
い
る
。
住
友
化
学
と
ニ

ュ
ー
フ
ァ
ー
ム
が
海
外
各
国

に
持
つ
現
地
法
人
で
両
者
の

農
薬
を
販
売
す
る
連
携
で
、

年
に
は
カ
ナ
ダ
や
イ
タ
リ

ア
、
東
欧
で
販
売
連
携
を
開

始
。
販
売
提
携
し
た
国
は

カ
国
に
達
し
て
い
る
。

　
三
井
化
学
も
、
農
業
化
学

品
を
含
む
機
能
化
学
品
部
門

の
営
業
利
益
が
１
２
４
億
円

と
稼
ぎ
頭
と
な
っ
た
。

　
農
業
化
学
品
の
海
外
需
要

の
拡
大
を
進
め
る
た
め
、
農

薬
原
体
の
海
外
販
売
を
拡
充

し
て
い
る
。
こ
の
代
表
例
が

田
畑
や
果
樹
園
向
け
殺
虫
剤

「
ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
」
。

年

９
月
の
イ
ン
ド
に
続
き
、
３

月
に
中
国
で
販
売
を
開
始
。

年
を
め
ど
に
ブ
ラ
ジ
ル
で

も
発
売
す
る
。

　
ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
は
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
で
、

カ
メ
ム
シ
、
ウ
ン
カ
な
ど
水

稲
や
大
豆
畑
で
発
生
す
る
害

虫
を
防
除
す
る
。
塩
素
な
ど

ハ
ロ
ゲ
ン
元
素
を
持
た
な
い

化
学
構
造
で
、
毒
性
が
低
く

魚
や
鳥
へ
の
安
全
性
が
高

い
。

―

年
に
年
３
―
５

％
の
成
長
を
見
込
む
中
国
、

イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
農
薬

市
場
拡
大
を
取
り
込
む
。

　
野
菜
や
果
樹
の
葉
茎
が
腐

っ
て
か
び
に
覆
わ
れ
る
灰
色

か
び
病
や
う
ど
ん
こ
病
な
ど

に
効
く
農
業
用
殺
菌
剤
「
ペ

ン
チ
オ
ピ
ラ
ド
」
の
海
外
販

売
も
拡
充
す
る
。

年
に
供

給
契
約
を
結
ん
だ
米
国
の
総

合
化
学
大
手
デ
ュ
ポ
ン
を
通

じ
て
、

年
に
米
国
市
場
に

投
入
。
年
内
に
欧
州
へ
も
販

路
を
広
げ
る
。
新
規
作
用
性

に
こ
だ
わ
っ
た
次
世
代
原
体

５
製
品
も

―

年
度
に
海

外
市
場
へ
順
次
投
入
し
、

年
度
に
農
薬
事
業
の
売
上
高

を
現
状
比
倍
の
１
０
０
０
億

円

海
外
売
上
高
比
率

％

に
引
き
上
げ
る
。

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

Ｈ
Ｄ

は
、
米

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
校

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

と
の
間
で
、
植
物
由
来
の
生

分
解
性
樹
脂
を
生
産
す
る
技

術
を
応
用
し
て
牛
や
豚
な
ど

家
畜
の
排
せ
つ
物
か
ら
化
学

肥
料
を
生
産
す
る
研
究
を
委

託
す
る
契
約
を
結
ん
だ
。
家

畜
の
飼
育
頭
数
は
世
界
規
模

で
増
え
る
見
込
み
。
堆
肥
化

さ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
る
排
せ

つ
物
も
増
え
、
湖
沼
や
海
の

富
栄
養
化
が
進
む
懸
念
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
家
畜
の
排

せ
つ
物
か
ら
作
っ
た
化
学
肥

料
で
穀
物
を
生
産
し
て
家
畜

の
飼
料
に
用
い
る
循
環
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
、
持
続
可
能

社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

　
委
託
し
た
研
究
は
牛
や
豚

の
排
せ
つ
物
か
ら
た
ん
ぱ
く

質
を
抽
出
し
て
ア
ミ
ノ
酸
に

分
解
。
さ
ら
に
、
三
菱
ケ
ミ

カ
ル
Ｈ
Ｄ
傘
下
の
三
菱
化
学

が
持
つ
植
物
由
来
の
生
分
解

性
樹
脂
「
Ｇ
Ｓ
プ
ラ
」
の
原

料
生
産
技
術
と
同
種
の
技
術

を
応
用
し
て
、
窒
素
肥
料
原

料
の
ア
ン
モ
ニ
ア
を
生
産
す

る
技
術
の
実
用
化
に
な
る
。

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
は
水

不
足
に
悩
む
豪
州
で
節
水
型

植
物
工
場
の
実
証
も
始
め
て

い
る
。
閉
鎖
環
境
の
苗
生
産

シ
ス
テ
ム
と
、
太
陽
光
利
用

型
の
養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム
で

構
成
し
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な

ど
葉
菜
類
を
栽
培
。
養
液
が

循
環
す
る
同
工
場
は
露
地
栽

培
と
比
べ
て
水
利
用
量
を
約

３
分
の
１
程
度
に
節
水
で
き

る
。
地
球
人
口
の
増
加
に
対

応
し
た
食
糧
増
産
だ
け
で
な

く
地
球
環
境
に
も
貢
献
で
き

る
技
術
開
発
が
、
将
来
の
日

本
の
総
合
化
学
産
業
を
支
え

る
成
長
源
と
な
り
そ
う
だ
。


